
























以下の構成は、授業方針および内容（第 2 節）、アンケート（第 3 節）、履修学生の特性（第 4 節）、
各テスト結果と自主的な勉強時間の推移（第 5 節）、自主的な勉強時間へ影響する要因（第 6 節）、ノー
トチェック（第 7 節）、考察および所感（第 8 節）である。
2　授業方針および内容


























授業展開は、 2 もしくは 3 週の授業を行ったら、その間の授業内容について確認テストを実施する
というサイクルであった。事前にはこのサイクルを 4 回まわすことを想定していたが、実際には学習
到達状況の遅れから、確認テストは 3 回になった。
●　第 1 サイクル　 2 － 4 週目（英語、数学）＋ 5 週目（第 1 回確認テスト）
●　第 2 サイクル　 6 － 8週目（数学残り、理科、社会、時事問題、その他）＋ 9 週目（第 2 回確認テスト）
●　第 3 サイクル　10－12週目（名古屋、愛知、三重の教採過去問 2 年分）＋13週目（第 3 回確認テスト）
●　第 4 サイクル　14 － 15 週目（神奈川、滋賀の教採過去問 2 年分）
第 1、 2 サイクルでは、教採の過去問から抽出して準備した授業内課題（図 2）と教職演習Ⅰで学
習済みの「一般教養の演習問題（2017 年度版）、時事通信出版局」内の問題に関して、解答および解説
を行った。








事前テスト 第 1 週目 名古屋市、愛知県の過去問の抜粋
第 1 回確認テスト 第 5 週目 英語、数学
第 2 回確認テスト 第 9 週目 数学一部、理科、社会、時事
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A B a c
 
 
A : “I’m going to go to the city hall tomorrow. ( a ) is it from the nearest station?" 
B : “It is about two miles." 
A : “Oh, it's a long distance. ( b ) does it take to walk?” 
B : “Well, about forty-five minutes. ( c ) taking a  bus?'' 
A : “That Sound good. Where is the bus stop?" 
B : “There is a bus terminal in front of the Station. Take City Bus No.15.” 
A.. “Thank you so much.” 
B : “My pleasure.” 
 
 How far    How much  How many times 
   How long How come  How about 
 
1 a b c 2 a b c  
3 a b c 4 a b c  
5 a b c 6 a b c  
7 a b c 8 a b c  
 
1 A : Is it possible to pick me up at the airport when I arrive in Japan? 
 B : Yes. Please call me when you arrive at the airport. 
  A: Good,      
 
1 You are wanted on the phone. 
2 Hang up and try again, please. 
3 Call me to pick you up. 
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S115        15 
          15/20 
 0  
 1  
 
Q    (%) 
1 6 6 2 48.8 
2 1 3 0 36.6 
3 6 6 1 61.0 
4 5 5 1 80.5 
5 1 1 1 41.5 
6 3 3 2 63.4 
7 2 2 1 56.1 
8 3 3 1 68.3 
9 5 5 1 68.3 
10 4 5 0 53.7 
11 4 4 1 85.4 
12 6 6 1 56.1 
13 3 5 0 80.5 
14 4 4 1 70.7 
15 3 3 1 41.5 
16 2 2 1 53.7 
17 2 4 0 29.3 




確認テストおよび定期試験時にはその前 1 週間において一般教養に関して 1 日あたり平均的に何時
間の自主的な勉強を実施したか（日常的な勉強時間）についてと、テスト前日にどれくらい勉強を実施
したか（テスト前日の勉強時間）ついて調査した。








 4  図 4　アンケート調査用紙
4　履 修生の特性
ここでは次節以降の分析を解釈する上で前提となる履修生の特性を整理する。
●　男子 33 名、女子 10 名の合計 43 名。（履修 44 名に対して失格者 1 名）
●　入試種別 
AO入試 指定校推薦 スポーツ推薦 公募推薦 一般入試 センター利用





A ２ B１ C１ C２ C３ D１ E１
人数（名）（％） 1（2.3%） 10（23.3%） 10（23.3%） 10（23.3%） 9（20.9%） 2（4.7%） 1（2.3%）
スポーツ健康科学部の S115 生における出身校高ランクは、A 2、B 1 、C 1 、C 2 、C 3 、D 1 、E 1
それぞれで 2、14、20、26、24、 9 、 5 ％である 2）ので、履修生のそれは、S115 生全体と比較し、




ほぼ毎日やっていた 2-3日に 1回程度やっていた 週に1回程度やっていた テスト前のみやっていた ほとんどしていなかった
























人数（名）（％） 2（4.7%） 24（55.8%） 14（32.6%） 1（2.3%） 2（4.7%）
自信がある者は 2 名のみで、55.8％は不安と自信が共存している状況であった。 “多分難しい”と感
じている者が約 1/3 であった。
●　学力レベルの自己判断
A ランク Bランク Cランク Dランク Eランク
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図 7 に自主的な勉強時間を示した。日常的な勉強時間（履修生全体の平均）は、第 1 回から第 3
回へと確認テストごとに徐々に増えたものの、履修生全体の平均では 0.5 時間（30 分）程度でしかなかっ
た。また、定期試験前においても日常的な勉強時間は 1 時間に満たなかった。
テスト前日の勉強時間は、確認テスト前では約 1 時間であり、定期試験前では 2 時間弱であった。
 7  
 8 ( )  
図 7　勉強時間の履修生平均
図 8 には、図 7 の内訳を詳細にするため、勉強実施時間が、0 時間、30 分以内、30 分～ 1 時間以内、
1 ～ 2 時間以内・・・の該当人数の推移を示した。第 1 回確認テスト時点では、日常的な勉強時間は
32 名（約 70％）が 0 時間であり、まったく勉強をしていなかった。このまったく勉強しない群は確認
テストごとに減少したものの、定期試験前にも 5 名存在した。また、定期試験前においても約半数は
日常的な勉強時間が 30 分以内であり、 1 時間を超えて勉強する学生は 6 名にしかならなかった。
一方テスト前日の勉強時間は、確認テスト時には約 7 割が 1 時間以内か 0 時間で、残り 3 割が 1
時間を超えて勉強していた。定期試験前にはこの割合が逆転し、約 7 割が 1 時間を越えて勉強し、残
り 3 割は 1 時間以内の勉強であった。
 7  
 8 ( )  
図 8　日常的な勉強時間（左）とテスト前日の勉強時間（右）の人数






にして前者が 0.1 ～ 0.3、後者が 0.3 ～ 0.4 であった。両者ともに相関係数は低いものの、各テストへの
効果は日常的な勉強時間よりも、前日の勉強時間の方がわずかに関係性が強かった。
第 1 回確認テスト時には 70％超が日常的には勉強をまったくしていなかったので、これを除外した
上で、第 2 回確認テスト以降の日常的な勉強時間とテスト前日の勉強時間全体を平均した総合的な 1
日あたりの勉強時間を、その学生の総合的な勉強時間として算出した。そして、総合的な勉強時間と定
期試験結果との関係性を図 9 に示した。
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しかし、勉強時間の偏り（半数が 1 時間以内であることや最大でも 2 時間でしかないことなど）や
アンケート調査結果の偏り（ほぼ全員がもっと勉強しなければならないと考えていることなど）が存在
したことから、分析においては、アンケート各設問に対する回答種別の総合的勉強時間の平均値を示す
とともに、履修生のなかで総合的な勉強時間が多かった 10 名を抽出し、この 10 名がどのようにアンケー









かいなかった（第 4 節）が、図 10 右に示すようにそのうち 4 名が、勉強時間の上位者であった。また、
そう捉える学生が平均では 1.0 時間勉強しているのに対して、「非常に難しい。自分の学力を超えた問
題がほとんどである」と感じる学生の平均は 0.79 時間と約 2割低い値を示した（図 10 左）。この結果は、
問題を解く力があるほど自主勉強を行う傾向（問題を解く力がないと勉強しない傾向）を示唆する。
 
 9  
 
 10 10  





ていた」は 8 名であった（第 4 節）が、そのうち 4 名は勉強時間上位 10 名に入っていた。これらか
らは、大学入学前の学習習慣が現在の自主的な勉強時間に影響する様相が示唆された。
 11 10  
 12 10  
 13  
図 11　高校 時の家庭学習状況別の勉強時間（左）と勉強時間上位 10 名の分布（右）
6．3　学力レベルの自己判断
図 12 左は学力レベルの自己判断別の勉強時間であるが、自分をEランク（最下位ランク）と判断す




 11 10  
 12 10  
 13  





忙しい理由を図 13 にまとめた。「アルバイト」、「部活動・サークル活動」が約 30％の 2 大理由であり、
続いて「他の授業の予習復習やレポート」が続いた。「遊び、友人との交流」を挙げた学生はほとんど
いなかった。
 11 10  
 12 10  


































第 1 回確認テストの段階では、履修生の 7 割強が日常的な勉強時間は 0 時間と答えており、多く
の学生において毎日勉強するという習慣がない実態が明らかになった。本授業を通して勉強時間＝ 0
時間と回答するものは徐々に減少した（図 8 左）が、定期試験前においても学生の半数で日常的な勉
強時間は 30 分以内でしかなかった。自由記述をみても「数日に 1 回 1 － 2 時間勉強する」ようには
なったものの、日常的な勉強時間の確保にはつながらなかったと考えられる。本授業においていくつか
の試み・工夫を行ったが、それらは十分な効果に結びつかなかったと総括する。



























法はないであろう。今回の授業は火曜 5 時限であったが、 4 時限が早く終了したようで多くの学生は
























2 ） 入試広報委 員会　昨年度入試結果とその分析．第 1 回入試広報委員会資料（2015年 7 月 1 日），2015．
